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                 説明書 

 

研究課題 

非がん性慢性痛に対して強オピオイドを使用した症例の検討 

 

研究目的 

強オピオイドのフェンタニル貼付薬が、良性疾患である難治性慢性痛に対しても 2010 年か

ら使用可能になりましたが、本研究は当院においてこれまでに使用していた患者をカルテ

より後方視的に抽出して、使用に至った理由、開始前の鎮痛方法や投薬状況、使用期間、

最大使用量、併用薬の種類、副作用の有無、依存の有無などについて調査します。患者氏

名など個人特定につながるデータについては保存せず匿名化し、抽出したデータは厳重に

管理します。本研究の結果は、ペインクリニック領域における学会発表、論文執筆の形で

還元いたします。 

 

研究対象の方への説明 

本研究は赤穂市民病院の倫理委員会で承認された上で発表いたします。またこの研究を行

うにあたって、対象の患者さんに研究対象であることの連絡は致しません。本研究の研究

実施計画書については、個人情報や研究の実施に支障のない範囲で閲覧することができま

す。研究実施計画書の閲覧を希望される方は、病院の以下窓口までご連絡ください。 

本研究へのご協力がいただけない場合には、研究対象から除外しますので、ご連絡下され

ば幸いに存じます。 

              

 

（窓口） 赤穂市民病院 麻酔科 

                      （代表） 0791-43-3222 

 


